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医療業

小臼歯のハイブリッド冠が保険適用に
当社は、顧客である歯科医院から受注し、クラウン
やブリッジなど歯冠補綴物（補綴＝歯冠や歯の欠損を
人工物により修復すること）を製造している。歯冠補
綴物は人の口内におさまる製品であり、当事業所でも
国家資格を有する歯科技工士が、一つひとつ手作業で
その製造を行ってきた。この手作業は作業効率が悪い
うえに、補綴物の製造に使用する金属の高騰に伴い、
材料費は全体として上昇傾向にあることから、経営面
で厳しい状況に置かれており、若い歯科技工士を新規
に雇用し、育成することも難しくなってきている。
こうした中、平成26年度の診療報酬改定にあたり、
歯科用CAD／CAMシステムで製造する小臼歯（歯列
の前方にある上下顎の左右それぞれ２本ずつある合計
８本の歯）のハイブリッド冠が保険適用されることと
なった。これまでの金属冠と違い、白色のハイブレッ
ドレジンから製造されるハイブリッド冠は審美性に優
れ、また保険適用となり患者は安価に製造できること
から、その需要は大幅に増えていくことが予想された。
これに加え、補綴物の製造に関し、歯科医院からデ

歯科用CAD／CAMシステムの導入により、保険適用のハイブリッ
ド冠の内製が可能に

歯冠形状を３次元スキャンし、材料ブロックから自動で歯冠補てつ（以下「補綴」）物を削り出す
歯冠補綴物製造システム（CAD／CAM）を新たに導入。保険適用され需要が増加しているハイ
ブリッド冠の内製化により、売り上げの向上と安定経営を目指す。
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平成 26年度より保険適用されたハイブリッド冠（右から３番目）。これまでの金属冠にか
わり「保険で白い歯」が可能となった。

ジタル化への転換を求められていたこともあり、本事
業によりハイブリッド冠やジルコニア冠（以下「CAD／
CAM冠」）の製造が可能となる歯冠補綴物製造システ
ムCAD／CAMを導入することとした。
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本事業で導入した製造システムは、歯冠形状を３次
元スキャンするスキャナー、そのデータをもとに歯冠
補綴物を設計するワークステーション、設計された補
綴物を素材ブロックから削り出すミリングマシン、こ
れを焼結して仕上げるシンタリングファーネスから構
成されている。
ミリングマシンは最大９個の補綴物の同時加工が可
能であり、１歯あたり約20～30分で切削加工を終了
する。 このようにCAD／CAMで製造するCAD／
CAM冠は、ワックスアップ（歯型）からキャスト（鋳
型）をつくり、これに金属を流し込んで製造する金属
冠に比べ、製造時間とともにコストも大幅に抑えるこ
とができる。

現在、県内で歯科用CAD／CAM装置を保有してい
る歯科技工所は少なく、CAD／CAM冠の内製化が可
能となったことは、競合する他社に優位性を持つもの
である。当事業所では県内の19カ所の歯科医院から
歯冠補綴物の製造を受注しているが、このシステムの
導入後は、県内や隣接する県の歯科技工所から新規で
CAD／CAM冠の受注を開始している。
また、平成28年度からは、限定的であるが大臼歯（歯
列の最も後方にある上下左右３本ずつある、合計12本
の歯）のハイブリッド冠も保険適用となったことから、
CAD／CAM冠の需要は今後も増えていくことが予想
される。
これまで培ってきた歯科技工技術の高さに加え、歯

３次元スキャン、ミリング（切削）、焼
結の流れで歯冠補綴物を製造

システム保有の優位性を広くアピール

このシステムの導入にあたり、操作方法の早期の習
熟に努め、また業務オペレーションの改善にも取り組
んだ。これらの取り組みにより、これまで県外の歯科
技工所に外注していたCAD／CAM冠の製造は、この
システム導入により内製化が可能となった。

科用CAD／CAMシステムの保有を広くアピールし、
これまで取引のなかった歯科医院からの新規受注とと
もに販路拡大に取り組んでいきたい。

本事業により導入したCAD／ CAMシステム。

３次元スキャンした歯冠形状データをもとに、歯冠補綴物を材料ブロックから自動で削り出
すミリングマシン。

短納期化と売り上げの増加に貢献
これまでCAD／CAM冠の製造を受注した場合、外
注先への送付や受け取りを含め、納期は約10日間を要
していたが、７日間に短縮されている。ハイブリッド
冠の歯科技工料は、金属冠に比べ高いことや外注の必
要もなくなったことから利益は増加傾向にある。
保険適用されたことに加え、CAD／CAMシステム
による内製化と短納期化が実現されたことから、ハイ
ブリット冠の受注量は増加しており、従業員の給与へ
反映されている。また、CAD／CAMシステムによる
最新の加工技術は、歯科技工士の技能育成や技術継承

teethでは、歯科医院から提供される歯型とそれをもとに歯科技工士が製造するワックス
アップの両方をスキャン、データ化し精度の高い製品を提供している。

に役立っている。




